
令和７年度福岡県地域医療構想推進に係るデータ分析事業委託業務

仕様書に関する質問及び回答

質　　問 回　　　答

1

仕様書に、「甲の指示に応じ、令和７年夏頃（８～10

月予定）の各構想区域の第１回調整会議及び令和８年冬

頃（１～３月予定）の各構想区域の第２回調整会議に、

協議資料としてデータ分析結果を13構想区域分提示

し、調整会議において資料に対する説明・質疑対応を行

うこと。」とありますが、会議出席回数は13回×2回＝

26回参加という認識で正しいか？

調整会議への出席回数はご認識のとおりです。

また、医療審議会等各種会議体へも２回程度参加として

おりますので、本事業全体での会議出席回数は26回+２

回の28回を想定いただきますようお願いします。

2

仕様書3. 実施方法（２）分析　ア各構想区域の医療提

供体制や医療需要の分析

（ウ） 医療 需要等　（例）患者の属性 患者推計（外

来・入院別、疾病・事業別）について

京築区域の「地区診断」では、産業医科大学の「地域別

人口変化分析ツールAll Japan Areal Population-

change Analyses(AJAPA)」を使って推計されている

ようですが、本業務でもこのツールをご提供いただける

のでしょうか。

何らか推計に用いるデータを提供いたします。

3

仕様書3. 実施方法（３）会議対応について

京築区域の「地区診断」は６０ページ弱の冊子になって

います。

第１回会議の時点ではこのボリュームにはならないかも

しれませんが、同程度のボリュームで「１会議５０部、

１３地区分、２回開催」で1,500部の会議資料を準備す

る場合、モノクロで出力するか、カラーで出力するかに

よって、費用がかなり変わってきます。

フルカラー出力で準備するということでよろしいでしょ

うか。

ご認識のとおりです。


